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１
月
８
日
、﹁
関
川
村
二
十
歳
を

祝
う
会
﹂
が
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
に
成
年
年
齢
が

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

村
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
二
十
歳

を
節
目
と
し
、
成
人
式
か
ら
﹁
二

十
歳
を
祝
う
会
﹂
と
名
称
を
変
更
。

初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
二
十
歳
を
迎
え
た
の
は

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
50
名
で
す
。

　

式
典
で
は
、
加
藤
村
長
が
﹁
失

敗
は
成
功
の
反
対
で
は
な
く
、
成

功
に
近
づ
く
た
め
の
経
験
。
皆
さ

ん
も
目
標
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
、

記
念
品
を
贈
呈
。
新
た
な
門
出
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
代
表
し
て
、
渡
邉
花

さ
ん
︵
南
赤
谷
︶
が
﹁
私
た
ち
の

門
出
を
お
祝
い
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
し
て

二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
家
族
や
先
生
方
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
す
で
に
社

会
に
出
て
仕
事
に
従
事
し
て
い
る

人
や
学
業
に
励
ん
で
い
る
人
な
ど

立
場
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
改
め
て
持
ち
、
社
会

人
の
一
員
と
し
て
歩
ん
で
い
き
ま

す
﹂
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

令和４年度　二十歳を祝う会令和４年度　二十歳を祝う会

50名　新たな門出50名　新たな門出
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二
十
歳
を
祝
う
会
実
行
委
員
会

が
企
画
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
小
学
生
時
代
の
恩
師
で
あ
る

大
島
和
恵
先
生
を
招
い
た
ほ
か
、

小
・
中
学
生
時
代
の
恩
師
た
ち
か

ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画

が
流
れ
、
会
場
は
笑
顔
に
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
久
し
ぶ
り
の

同
級
生
と
の
再
会
を
懐
か
し
み
、

い
つ
ま
で
も
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

談
笑
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
二
十

歳
を
祝
う
会
と
な
り
ま
し
た
。

伊

藤

介

人
さ
ん
︵
上
関
︶

　
二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
大
き
な
変
化
は

感
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
し
っ

か
り
と
仕
事
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大

島

瑠

夏
さ
ん
︵
上
野
新
︶

　
久
し
ぶ
り
に
同
級
生
と
会
え
ま
し
た
。
今
日
会
え
な

か
っ
た
友
人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
で
す
。

桂

澤

滉

希
さ
ん
︵
田
麦
千
刈
︶

　
今
は
大
学
生
で
、
今
年
は
就
職
活
動
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
就
職
先
を
決
め
て
、
早
く
一
人
前
の
社
会
人
に
な
り
た

い
で
す
。

小

田

桜

生
さ
ん
︵
下
川
口
︶

　
み
ん
な
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
し
ゃ
べ
っ

て
み
る
と
あ
の
頃
と
変
わ
っ
て
い
な
く
て
安
心
し
ま
し
た
。

　
今
は
県
外
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
関
川
村
の
良
さ
を

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

松

田

陸

岐
さ
ん
︵
上
関
︶

　
介
護
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
や
周
囲

の
人
を
笑
顔
に
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
、
若
い
心
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。

▶
恩
師
の
大
島
先
生
と
記
念
撮
影
す
る

　
実
行
委
員
を
務
め
た
３
人

あ
き
　
と

る
　
　
か

さ

く

ら

こ
う
　
き

あ
つ
　
き

渡

邉

琴

美
さ
ん
︵
上
関
︶

　
二
十
歳
を
祝
う
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
親
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
親
孝
行
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
と
　
み

20歳の声20歳の声
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期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成

し
て
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
！

▽
３
密
を
避
け
て
、
24
時
間
い
つ

で
も
自
宅
な
ど
か
ら
申
告
で
き

ま
す
。

▽
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど

の
添
付
書
類
提
出
を
省
略
で
き

ま
す
。

▽
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は

写
し
の
提
出
が
不
要
で
す
。

▽
還
付
ま
で
の
期
間
が
短
縮
さ
れ

ま
す
。

　

e
︱
T
a
x
に
関
す
る
詳
細
は
、

　

こ
ち
ら
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

s://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/

●
村
上
税
務
署

会
場
開
設
期
間

　

令
和
５
年
２
月
１
日
︵
水
︶
〜

　

３
月
15
日
︵
水
︶

　

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
16
時

会
場　

村
上
税
務
署
１
階
会
議
室

　
　

︵
村
上
市
三
之
町
11
︱
1
︶

入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す

　

確
定
申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
の

た
め
、
入
場
に
﹁
入
場
整
理
券
﹂

が
必
要
で
す
。

▽
入
場
整
理
券
は
村
上
税
務
署
の

申
告
会
場
で
当
日
配
布
し
ま
す
。

▽
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
来
場
す
る
２
日
前

ま
で
事
前
発
行
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

村
上
税
務
署
︵
自
動
音
声
案
内
︶

　

☎
５
３
︱
３
１
４
１

●
関
川
村
役
場

　

次
ペ
ー
ジ
の
﹁
確
定
申
告
作
成

相
談
日
程
﹂
ま
た
は
、
１
月
13
日

全
戸
配
布
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

医
療
費
控
除
お
よ
び
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
申
告
の

際
は
、
領
収
書
の
代
わ
り
に
﹁
医

療
費
控
除
の
明
細
書
﹂、
﹁
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細

書
﹂
の
添
付
が
平
成
29
年
分
の
申

告
か
ら
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
分
の
申
告
も
同
様
で

す
の
で
、
明
細
書
の
提
出
が
な
い

と
医
療
費
控
除
の
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に

記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
領
収
書
は
５
年
間
保
存

▽
医
療
費
控
除
の
明
細
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
確
定
申
告
会
場
に

領
収
書
を
持
参
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
税
務
署
か
ら
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
自
宅
で
５
年
間
保
存
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●﹁
医
療
費
控
除
の
明
細
書
﹂
の

用
紙
は
？

▽
１
月
13
日
に
全
戸
配
布
し
た
医

療
費
控
除
の
明
細
書
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
村
上
税
務
署
、

役
場
住
民
税
務
課
に
も
あ
り
ま

す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は

お
早
め
に
提
出
く
だ
さ
い

申
告
相
談
会
場
に
つ
い
て

申
告
が
必
要
な
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
︶

医
療
費
控
除
は
領
収
書
の

代
わ
り
に
﹁
医
療
費
控
除

の
明
細
書
﹂
が
必
要
で
す
！

e
︱
T
a
x
で
確
定
申
告

次の申告のご相談は、村上税務署へお願いします
　■土地や建物、株式、ゴルフ会員権などの資産の売却や交換
　■損失、繰越損失　　■消費税、贈与税の申告
　■青色申告　■住宅借入金等特別控除の申告（初年度）
　■外国人の申告　■令和３年分以前の申告

　※村上税務署でのご相談は下記をご覧ください。

　
今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
村
で
は
申
告
の
期
間
中
︵
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
︶

に
限
り
、
村
職
員
に
よ
る
申
告
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
仮
収
受
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
令
和
４
年
分
の
所
得
税
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
と
、
令
和
５
年
度
の
住
民
税
や
国
保
税
な
ど

の
算
定
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
会
場
の
混
雑
回
避
の
た
め
、
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
な
ど

は
、
ご
自
分
で
記
載
の
う
え
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

〜 

医
療
費
控
除
の
申
告
は
明
細
書
の
添
付
が
必
要
で
す 

〜

確

定

申

告

　令和５年１月１日現在、関川村に住所を有する方で、

下記事項に１つでも当てはまる方は申告が必要です。

※年末調整済みの給与所得者や公的年金収入のみの方で、他に
　所得がなかった方は、申告の必要はありません。

営業、農業所得がある

大工、左官業などの給与所得以外の所得がある

給与所得者で年末調整をしていない

田んぼを貸していて、小作料やお米の受け取りがある

地代収入、家賃収入、配当収入などがある

公的年金の他に所得がある

保険金の満期受け取りや個人年金などの受け取りがある

給与所得以外に他の所得がある

還付申告（医療費控除、住宅借入金等控除、保険料控除
など）をしたい

国民健康保険に加入している

国税庁LINE公式
アカウント
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申
告
に
持
っ
て
く
る
も
の

⑴
確
定
︵
住
民
税
︶
申
告
書

⑵
給
与
、公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

⑶
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
﹁
農
業

収
支
内
訳
書
﹂

⑷
土
地
や
建
物
を
譲
渡
し
た
方
は
、

譲
渡
価
格
が
分
か
る
契
約
書
な

ど
…
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い

⑸
還
付
用
ま
た
は
納
税
用
の
預
金

口
座
通
帳
︵
本
人
名
義
に
限
る
︶

⑹
新
た
に
口
座
振
替
で
納
付
す
る

と
き
は
金
融
機
関
届
出
印

⑺
各
種
控
除
に
必
要
な
証
明
な
ど


国
民
年
金
保
険
料
や
社
会
保
険

料
の
控
除
証
明
書


生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
控

除
︵
旧
長
期
損
害
保
険
料
も
対

象
︶
の
証
明
書


令
和
４
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
な
ど
の
﹁
医
療
費
控
除
の
明

細
書
﹂
ま
た
は
﹁
セ
ル
フ
メ
デ

ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書
﹂


住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

▽
初
年
度
分
…
税
務
署
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い

▽
２
年
目
以
降
…
税
務
署
か
ら

送
付
さ
れ
た
用
紙
、
借
入
金

の
年
末
残
高
証
明
書

⑻
個
人
番
号
カ
ー
ド
︵
無
い
方
は

通
知
カ
ー
ド
な
ど
個
人
番
号
を

確
認
で
き
る
も
の
︶
と
本
人
確

認
書
類
︵
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
︶
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⑼
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場

合
は
﹁
雑
損
控
除
の
計
算
書
﹂

  

注
意
事
項

●
青
色
申
告
の
方
、
営
業
等
事
業

所
得
の
あ
る
方
は
、
村
上
税
務

署
が
申
告
を
指
導
し
ま
す
の
で
、

税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
前
回
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
や
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書
の
作
成

を
行
っ
た
方
に
は
、
お
知
ら
せ

ハ
ガ
キ
が
税
務
署
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
に
従

っ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

  

お
願
い

　

皆
さ
ん
の
確
定
申
告
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
、
待
ち
時
間
が
短
縮

さ
れ
ま
す
よ
う
、
特
に
次
の
こ
と

に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
相
談
会
場
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
た
う
え
で
開
設
し
ま
す
。
来

場
さ
れ
る
際
は
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
入
口
な
ど
で
手
指
消
毒
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
給
与
︵
ま
た
は
公
的
年
金
︶
の

源
泉
徴
収
票
は
、
必
ず
申
告
会

場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
紛
失
し
た
場
合
は
、
給
与
や
年

金
の
支
払
者
か
ら
再
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
公
的
年
金
の
こ
と
は
…

新
発
田
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
︵
☎
0
2
5
4

−

2
3

−

2
1
2
8
︶
へ
。
本
人
が
基
礎
年

金
番
号
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
や
お

知
ら
せ
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
方
は
、

必
ず
申
告
会
場
へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
必
要
な
情
報
が
事
前
に

印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
申
告
書
と
一
緒
に
収
支
内
訳
書

な
ど
が
入
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
開
封
し
て

中
身
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
農
業
収
支
内
訳
書
は
必
ず
記
入

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
医
療
費
控
除
の
明
細
書
は
必
ず

記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
書
類
は
整
理
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

●
関
係
書
類
は
原
本
提
出
︵
提
示
︶

が
必
須
で
す
。
控
え
が
必
要
な

方
は
、
事
前
に
コ
ピ
ー
し
て
保

管
く
だ
さ
い
。

 

住
民
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
が

な
い
方
で
も
住
民
税
︵
個
人
村
県

民
税
︶
の
申
告
は
必
要
で
す
。
仮

に
、
収
入
が
な
い
方
で
も
そ
の
旨

の
申
告
が
な
い
と
所
得
が
分
か
ら

な
い
た
め
、
公
共
料
金
等
に
不
利

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

  

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

住
民
税
務
課 

税
務
班

　

☎
６
４
︱
１
４
５
１

● 新型コロナウイルスの感染防止のため、できるだけ指定日に都合をつけてお越しください。

月 日 受付時間 対象集落など

14日㈫

15日㈬

16日㈭

17日㈮

20日㈪

21日㈫

22日㈬

24日㈮

27日㈪

28日㈫

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

事前申告を受付けます

※還付申告に限ります

深沢・宮前

辰田新・勝蔵・内須川

安角・金丸・沼

久保・鮖谷・上川口

大島（センターより上通り）

大島（センターより下通り）

金俣・蔵田島

大石

若山・蕨野・小和田

上野新・上新保・蛇喰

大内渕・片貝・八ツ口

下川口・荒川台・聞出

幾地・上土沢（橋場）

山本・上土沢（橋場を除く）

上関（六本杉）

上関（六本杉を除く）

２
　
月

月 日 受付時間 対象集落など

１日㈬

２日㈭

３日㈮

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10日㈮

13日㈪

14日㈫

15日㈬

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

９：00〜11：30

13：00〜16：00

上野原・中束・朴坂

上野・田麦千刈・南中

高瀬・湯沢

沢・滝原

下関（１〜６組）

下関（７〜12組）

打上・南赤谷

鍬江沢・下土沢

下関（13〜18組）

下関（19〜25組）

高田（１〜４班）

高田（５〜６班）・平内新

小見前新田・松ケ丘・桂

松平・上野山・小見

下関（26〜31組）

下関（32組〜）

指定日に都合のつかない方

※混雑が予想されます

３
　
月

確 定 申 告 作 成 相 談 日 程 会場　役場３階大会議室
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　昨年８月に発生した豪雨災害の復旧・復興のために、大勢の皆様から寄付金と義援金をいただ

いています。

たくさんのご支援ありがとうございます

寄付金・義援金の状況　令和４年12月31日現在

ふるさと納税（災害支援金）以外の寄付金

≪件数≫ １２５件
≪金額≫ １２,７４２,５６８円

ふるさと納税（災害支援金）寄付金

≪件数≫ １,０８９件
≪金額≫ １３,０３２,５０９円

義 援 金

≪件数≫ ３６６件
≪金額≫ ４２,０５０,４７７円

　皆様からいただいた寄付金は、被災施設の復旧や被災者支援、関川村の復興に役立てていきます。

また、義援金につきましては、被災された方の生活再建のため被災者へ分配しています。

　皆様からの応援を引き続きよろしくお願いいたします。

ふるさと納税（災害支援金）寄付金　　※受付期間は各サイトによって異なります。

・さとふる　・ふるさとチョイス　・ANAのふるさと納税　・楽天ふるさと納税　・ふるなび　・ＪＲＥ ＭＡＬＬ

　また、振り込み用紙などの郵送を希望される場合はお問い合わせください。

問い合わせ先　役場 地域政策課 地域振興班　☎ 0254-64-1478

ふるさと納税（災害支援金）以外の寄付金
　村ホームページからダウンロードできる「寄付申出書」に必要事項を記入し、郵送・FAX・メール

送信のいずれかで申し込みください。受付後、納入方法についてお知らせします。

問い合わせ先　役場　会計室　☎ 0254-64-1451

義　援　金

【口座名義】関川村災害義援金　関川村会計管理者

　　　　　　（セキカワムラサイガイギエンキン　セキカワムラカイケイカンリシャ）

【金融機関】 村上信用金庫 関川支店　　　【口座番号】普通 ２００６８８

第四北越銀行 坂町支店　　　　　　　　　普通 ５０３１０２８

にいがた岩船農協 関川支店　　　　　　　普通 ００７０６７７

ゆうちょ銀行　　　　　　　 　　　　　　００１４０－９－６３５９６３

問い合わせ先　役場　会計室　☎ 0254-64-1451

令和４年８月豪雨災害に対する

寄付金・義援金を受け付けています

〒959-3292　新潟県岩船郡関川村大字下関912番地　関川村役場　会計室

☎ 0254-64-1451 / FAX 0254-64-0079　メールアドレス：kaikei@vil l .sekikawa.lg.jp

受領証明書の交付を希望される方は、下記にご連絡ください

復旧状況
松平集落バス停付近
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インスタグラム
フォトコンテスト2022 開催中！
インスタグラム
フォトコンテスト2022 開催中！

がんばろう、
米坂線。

　今年も「米坂線インスタグラムフォトコ
ンテスト」が開催されています。
　現在も、米坂線の一部区間（坂町－今泉
間）で運休が続いています。
　フォトコンテストに参加することで米坂
線を応援し、復旧・復興の機運を高めませ
んか。

●応募方法

①米坂線整備促進期成同盟会のインスタ
グラムアカウント
【@yonesaka_domeikai】をフォロー

②米坂線に関する写真に【#米坂線フォト
コンテスト2022】のハッシュタグをつ
けて投稿

●応募期限　２月13日（月）

●問い合わせ
米坂線整備促進期成同盟会事務局
（山形県小国町役場総合政策課内）
☎ 0238（62）2111

村
の
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
中

村
の
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
中

「
オ
ノ
マ
ト
ペ

　
〜
パ
ン
屋
が
欲
し
い
村
〜
」

「
オ
ノ
マ
ト
ペ

　
〜
パ
ン
屋
が
欲
し
い
村
〜
」

　

村
の
認
知
度
向
上
と
村
民
や

村
を
離
れ
た
方
の
郷
土
を
愛

し
、
誇
り
に
思
う
気
持
ち
の
醸
成

を
目
的
に
、
村
で
は
Ｐ
Ｒ
動
画
を

制
作
し
て
い
ま
す
。

　

制
作
は
、
現
美
新
幹
線
の
Ｃ
Ｍ

等
を
制
作
し
て
い
る
株
式
会
社
サ

ニ
ー
レ
イ
ン
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、
単
に
村
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
の
で

は
な
く
、﹁
関
川
村
に
あ
る
パ
ン

屋
﹂
と
い
う
架
空
の
設
定
の
中
で
、

村
民
同
士
の
触
れ
合
い
や
村
の
日

常
、
何
気
な
い
け
れ
ど
す
て
き
な

景
色
な
ど
、
あ
り
の
ま
ま
の
関
川

村
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
旧
齋
藤
医
院
を
中

心
に
大
雪
の
中
行
わ
れ
た
撮
影
に

は
、
村
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
。

架
空
の
パ
ン
屋
で
販
売
さ
れ
て
い

る
パ
ン
は
、
村
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の

田
美
香
さ
ん
が
作
っ
て

く
れ
た
も
の
で
す
。

　

﹁
村
に
パ
ン
屋
が
欲
し
い
﹂、﹁
Ｊ

Ｒ
米
坂
線
に
復
旧
し
て
も
ら
い
た

い
﹂
と
い
う
村
民
の
願
い
も
込
め

ら
れ
た
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
の
裏
側
を
、

村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
加
藤

與
幸
さ
ん
が
撮
影
し
、
関
川
村
観

光
協
会
の
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
動
画
は
完
成
し
だ
い
、
広

報
せ
き
か
わ

や
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど

で
も
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▶
監
督
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く

　
子
ど
も
た
ち

▶
村
観
光
協
会
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
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▲渡邉邸

▲下関保育園

　

こ
の
た
び
、
村
上
市
内
に
あ
る
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
﹁
ク
ロ
ス
ウ
ォ

ー
ク
﹂
か
ら
木
工
製
品
﹁
開
運
干
支
ウ

サ
ギ
﹂
を
村
内
保
育
園
に
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
﹁
開
運
干
支
ウ
サ

ギ
﹂
は
、
木
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
、

口
に
し
て
も
安
全
な
ア
マ
ニ
油
で
丁
寧

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

早
速
、
各
保
育
園
の
玄
関
先
に
飾
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昔
な
が
ら
の
伝
統
行
事
で
あ
る

﹁
だ
ん
ご
の
木
飾
り
﹂
が
村
内
各

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、
渡
邉
邸
で
は
高
さ

約
４
メ
ー
ト
ル
の
ミ
ズ
キ
の
木
に

紅
白
の
団
子
や
家
紋
入
り
の
せ
ん

べ
い
、
大
福
帳
を
飾
り
つ
け
ま
し

た
。
幹
に
は
ユ
ズ
リ
ハ
と
﹁
ま
め

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
﹂
と
豆
木
を

括
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
13
日
に
﹁
だ
ん
ご

の
木
飾
り
﹂
を
行
っ
た
下
関
保
育

園
と
大
島
保
育
園
で
は
、
園
児
の

家
族
が
お
手
伝
い
と
し
て
参
加
。

園
児
は
、
団
子
づ
く
り
を
一
緒
に

し
た
後
、
ミ
ズ
キ
の
木
に
だ
ん
ご

や
園
児
が
焼
い
た
せ
ん
べ
い
の
ほ

か
、
そ
の
年
の
豊
作
を
願
い
稲
穂

に
似
せ
た
ぬ
い
ご
な
ど
を
飾
り
ま

し
た
。

　

﹁
だ
ん
ご
の
木
飾
り
﹂
は
渡
邉

邸
、
下
関
・
大
島
保
育
園
の
ほ
か
、

村
民
会
館
や
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
も
２
月
中
旬
ま
で
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
に

ク
ロ
ス
ウ
ォ
ー
ク
様
か
ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

１
月
15
日
、
村
商
工
会
工
業
部

会
︵
部
会
長

伊
藤
洋
一
さ
ん
・

上
関
︶
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
村
内
保
育
園
２
か
所
に
す
べ
り

台
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
保
育
園
の

先
生
が
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
コ
ツ
コ

ツ
す
べ
り
台
を
作
っ
て
い
た
の
を

目
に
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
始

め
た
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
大
島
保
育
園
の
雪
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
で

雪
を
運
び
、
重
機
も
使
い
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
大
き
な
す

べ
り
台
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

伊
藤
洋
一
さ
ん
は
﹁
大
勢
の
仲

間
た
ち
が
集
ま
り
、
村
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
一
生
懸
命
作
っ

た
す
べ
り
台
で
す
。
冬
も
元
気
い

っ
ぱ
い
に
遊
ん
で
、
大
き
く
成
長

し
て
ほ
し
い
﹂
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

参
加
企
業
一
覧　

※

順
不
同

伊
藤
左
官
／(

有)

高
橋
建
材
／

(

資)

渡
辺
塗
装
店
／(

有)

湯
沢
塗

装
／
渡
辺
建
築
／
桐
生
板
金
／

(

有)

須
貝
電
器
／
近
住
建
／(

株)

丸
勝
建
設
／
梅
花
堂
／
伊
藤
工

業(

株)

／
下
越
生
コ
ン
建
設(

株)

／
須
貝
建
大
／
河
内
塗
装
工
業

／
旭
電
工(

株)

関
川
営
業
所
／

(

有)

五
十
嵐
興
業
／(

株)

石
山
建

設
／
関
川
村
商
工
会

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
！

保
育
園
に

　
雪
の
す
べ
り
台

▲大島保育園

無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て

村
内
各
所
で

「
だ
ん
ご
の
木
飾
り
」

無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て

村
内
各
所
で

「
だ
ん
ご
の
木
飾
り
」
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学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

　関川小学校は、関川中学校とともに、子どもた

ちの豊かな心を育むため、学期に１回あいさつ運

動を実施しています。

　３学期は、１月11日から13日までの３日間、関

川小学校の児童玄関にて、関川中学校の生徒会役

員と合同であいさつ運動を行いました。

　運営委員会の児童が、新しく新調したあいさつ

のぼり旗（「あいさつするといい気分」）や呼びか

けポスターを持ちながら、全校児童にあいさつを

呼びかけました。

　１月、３年生から６年生まで、書き初めを行い

ました。

　どの学年も、書写・書道科指導の鈴木政信先生

に教えていただきながら、「強く・太く・大きく」

字を書くことを意識しながら、一筆一筆丁寧に書

きました。

　今年の書き初めの字は、３年生が「お正月」、

４年生が「初売り」、５年生が「年賀状」、６年

生が「希望の春」です。お手本をよく見ながら書

き進め、自分の満足のいく作品を仕上げていまし

た。

関川中学校と合同で実施したあいさつ運動

新年初めに行った書き初め

３歳児  むし歯０本
（ピッカピカ賞）該当者

集落 氏　　　名

下関

久保

下関

桐　生　依　采　ちゃん

伊　藤　　　旭　くん

伊　藤　衣　織　ちゃん

い　　 と

　　　 あさひ

い　　 おり

　令和４年12月13日に行われた３歳児健診で、むし

歯が１本もなかった子どもたちに「ピッカピカ賞」

が贈られました。　　　　　　　　　　 ※順不同

　令和４年度「中学生人権作文コンテスト」（村

上人権擁護委員協議会主催）に村上岩船管内10

校179名の生徒が取り組み、その中から最優秀賞

３編、優秀賞７編が決まりました。関川中学校か

ら最優秀賞２編と優秀賞４編が選ばれました。

　なお、最優秀賞に選ばれた２名の作品は、「全

国中学生人権作文コンテスト新潟県大会」で優良

賞に選ばれています。

中学生「人権作文コンテスト」審査結果

優良賞
　　　　　　 もえ か

佐藤　萌加 さん（中１・安角）

「人が自分らしく生きるために」
　　　　　　 ゆず は

田村　柚葉 さん（中２・下土沢）

「その言葉、本当に大丈夫？」

優秀賞
　　　　　　 さ　ら

米野　紗良 さん（中２・上関）

「身近にあること」
　　　　　　 みず き

渡邉　瑞葵 さん（中２・沢）

「障がいのある人の気持ちを考えて」
　　　　　　 みはや

平田　光颯 さん（中２・上野新）

「戦争と人権侵害」
　　　　　　 かん な

三原　柑菜 さん（中２・下関）

「差別は今でも増え続けている」

全国中学生人権作文コンテスト新潟県大会

中学生「人権作文コンテスト」
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功
労
者

▽

橋
　
眞
雄
︵
金
俣
︶

＊
昭
和
34
年
に
関
川
村
山
の
会
創
立
発
起
人
と
し
て
尽
力
し
、

長
年
に
渡
っ
て
村
の
山
岳
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
２
年
か
ら
関
川
村
山
の
会
副
会
長
と
し
て
会
の

統
括
・
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
関
川
村
体
育
協
会
表
彰
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
績
の
あ

っ
た
方
、
各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
方
に
贈
ら
れ
ま

す
。

　
１
月
18
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
24
名
の
皆
さ
ん

が
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
選
手

—
 

空
　
手 —

▽
伊
藤
　
柚
愛
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

＊
第
62
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選
手
権
大
会
出
場

北
信
越
大
会
出
場
選
手

—
 

陸
　
上 —

▽
船
山
　
勝
雄
︵
勝
蔵
︶

＊
第
39
回
北
陸
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

80
〜
84
歳
ク
ラ
ス
４
０
０
ｍ　

優
勝

80
〜
84
歳
ク
ラ
ス
８
０
０
ｍ　

優
勝

80
〜
84
歳
ク
ラ
ス
１
５
０
０
ｍ　

優
勝
︵
大
会
新
︶

▽

橋
　
怜
奈
︵
下
関
・
新
発
田
高
校
２
年
︶

＊
第
66
回
北
陸
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

女
子
４×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
５
位

—
 

柔
　
道 —

▽
安
部
　
飛
竜
︵
下
関
・
豊
栄
高
校
３
年
︶

＊
令
和
４
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会
及
び
第
63
回
北
信

越
高
等
学
校
柔
道
大
会 

男
子
個
人
73
㎏
級
出
場

—
 

硬
式
野
球 —

▽
阿
部
　
大
雅
︵
金
丸
・
関
川
中
学
校
３
年
︶

▽
佐
藤
　
青
空
︵
深
沢
・
関
川
中
学
校
３
年
︶

▽
渡
邉
　
壮
汰
︵
下
関
・
関
川
中
学
校
３
年
︶

▽
渡
邉
　
陽
斗
︵
上
関
・
関
川
中
学
校
３
年
︶

＊
第
13
回
林
和
男
旗
杯
野
球
大
会
兼
信
越
連
盟
創
立
45
周
年
記

念
大
会
出
場

令和４年度
関川村体育協会

功労者・優秀選手表彰
＊順不同・敬称略

り

り

な

の

あ

—
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス —

▽
近
　
梨
里
菜
︵
上
関
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

▽
池
田
　
乃
愛
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

＊
第
12
回
東
日
本
小
学
生
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
出
場

▽
佐
藤
　
里
帆
︵
朴
坂
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

▽
田
村
　
色
葉
︵
下
土
沢
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

＊
第
29
回
北
信
越
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
出
場

県
大
会
出
場
選
手

—
 

陸
　
上 —

▽
岡
田
　
可
憐
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
４
年
︶

＊
第
12
回
新
潟
県
小
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

３
・
４
年
共
通
女
子
８
０
０
ｍ　

第
２
位

—
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス —

▽
近
　
　
愛
理
︵
上
関
・
関
川
中
学
校
３
年
︶

▽
佐
藤
　
優
衣
︵
朴
坂
・
関
川
中
学
校
３
年
︶

▽
和
田
　
沙
樹
︵
勝
蔵
・
関
川
中
学
校
３
年
︶

▽
近
　
　
理
葉
︵
大
島
・
関
川
中
学
校
２
年
︶

▽
佐
藤
　
花
穂
︵
松
平
・
関
川
中
学
校
２
年
︶

▽
田
村
　
柚
葉
︵
下
土
沢
・
関
川
中
学
校
２
年
︶

▽
松
田
　
紗
和
︵
辰
田
新
・
関
川
中
学
校
２
年
︶

▽
石
井
　
凜
︵
下
関
・
関
川
中
学
校
１
年
︶

＊
第
53
回
新
潟
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
及
び
第
65
回
新
潟
県

中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
大
会

　

団
体
戦
女
子
の
部　

第
３
位

▽
田
村
　
絢
葉
︵
下
土
沢
・
関
川
小
学
校
４
年
︶

▽
池
田
　
萌
愛
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
４
年
︶

＊
第
19
回
新
潟
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
小
学
生
ク
ラ
ス
別
大
会

４
年
生
女
子
の
部　

第
２
位

あ
や

は

あ
い

り

ゆ

い

さ

き

り

よ

か

ほ

ゆ
ず

は

さ

わ

り
ん

か

れ
ん

り

ほ

い
ろ

は

め

い

ゆ

あ

れ
い

な

た
い

が

そ

ら

そ
う

た

は
る

と

▶
小
池
稔
会
長
︵
下
関
︶
か
ら
表
彰
状

　
を
受
け
取
る
伊
藤
柚
愛
選
手

ひ
り
ゅ
う
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地域の見守りを兼ねた移動販売地域の見守りを兼ねた移動販売
　村では、買い物が困難な方を支援するため、見守りを兼ねた移動販売を行う事業者を支援しています。

　事業者と村は、見守りに関する協定を結んでおり、利用者に何らかの異変があったときは、関係機関

へ連絡することとしています。

　冬期間で買い物が困難な方は、どうぞご利用ください。

事業者　Ｋマート☏☎62-6330

　移動販売を利用したい方は、事業者に電話で直接お申し込み
ください。

その他

　見守りを兼ねた移動販売を行う事業者は、随時募集中です。

問い合わせ先

役場 地域政策課 地域振興班　☎64-1478 毎週利用している横野カツさん（ケアハウス）は、「ヨ
ーグルトなどを買うのが楽しみ」と話していました。

運行曜日
 月・木 下関・四ケ字・霧出

 火・金 上関・七ケ谷・九ケ谷

 水・木 川北・女川・湯沢

下関の
停車場所

坂町の
停車場所

【片道料金】 村内便：回数券１枚（300円相当）
坂町便：回数券２枚（600円相当）

※現金でお支払いされる場合は、村内便500円、坂町便1,000円となります。
・障害者手帳をお持ちの方とその同伴者、小学生は半額です。

【予約先】 荒川タクシー　☎６４－１０４２（前日までに要電話）
【問い合わせ先】 役場 地域政策課 地域振興班　☎６４－１４７８

（祝日と年末

年始を除く）

時

刻

表

村 内 便 坂 町 便
行き（下関行） 行き（坂町行）

自宅発

8：30

10：00

11：00

12：00

13：00

15：00

16：00

便

１便

２便

３便

４便

５便

６便

７便

下関着

9：00

10：30

11：30

12：30

13：30

15：30

16：30

下関発

9：30

10：30

11：30

12：30

14：30

15：30

自宅着

10：00

11：00

12：00

13：00

15：00

16：00

乗継場所発

9：10

11：40

坂町着

9：30

12：00

坂町発

9：30

12：00

乗継場所着

9：50

12：20

自宅着

10：30

13：00

帰り（自宅行） 帰り（自宅行）

運行日以外でも乗継場所から坂町便に乗ることができます。

・乗継場所は、役場、荒川タクシー、デイリーヤマザキ関
川大島店の３か所です。

・自宅から乗継場所までは、ご自身で移動してください。

えぶり号の使い方

関川診療所、佐藤内科小児科医院、せきかわ調剤
薬局、関川歯科診療所、松村歯科

原信、アコス、荒川中央クリニック、あらかわ歯科ク
リニック、佐野医院、上田眼科、県立坂町病院

　えぶり号を利用したいときは、荒川タクシー
（☎64－1042）

へ

利用したい日の前日17時までにご連絡ください。
　その際、利用日、便、氏名、世帯主名、
自宅住所、降りる場所、帰り便の利用の有無
を教えてください。
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役場１階でマイナポイントの手続きを
サポートしています！
お気軽にご相談ください♪

●マイナンバーカードについて
　役場 住民税務課 住民環境班　☎64-1471
●マイナポイントについて
　役場 総務課 総務班　☎64-1476
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国民年金の納付はお得で便利な口座振替で

　国民年金保険料の納め忘れがないように、口座振替での納付をお勧めしています。前納や当月末

振替（早割）には割引があり、現金納付の割引よりも割引率が高くなりますので、ぜひご利用くださ

い。

●口座振替での納付方法

　振替方法は、次の①〜⑤の中から選択できます。

　　①翌月末振替：毎月末日に前月分を振替えます（割引はありません）。

　　②当月末振替（早割）：毎月末日に当月分を振替えます（月50円の割引となります）。

　　③６か月前納：４月〜９月分を４月末、10月〜翌年３月分を10月末に振り替えます。

　　④１年前納：４月〜翌年３月分を４月末に振り替えます。

　　⑤２年前納：４月〜翌々年３月分を４月末に振り替えます。

　割引額が多いのは、⑤２年前納＞④１年前納＞③６か月前納＞②早割の順になります。

●手続き方法

　申出書を年金事務所、役場または口座振替を希望する金融機関のいずれかに提出してください。

　申出書は年金事務所や役場、多くの金融機関窓口に備え付けてあります。

●その他

　③ ④ ⑤ で４月分から前納される方は、２月末までに申出が必要です。

日本年金機構からのお知らせ

問い合わせ先　新発田年金事務所 国民年金課 ☎ 0254－23－2120　 役場 住民税務課住民環境班 ☎ 64－1471

村内3か所の郵便局でマイナンバーカード
申請サポート実施中！！
村内3か所の郵便局でマイナンバーカード
申請サポート実施中！！

郵 便 局 申請サポート時間 内 容 等

対象　関川村民の方（村外の方も申請可能）
※15歳未満の方は法定代理人（保護者の方など）も一緒にお越しください。

内容　・無料の写真撮影
・申請書作成の記入補助

《持ち物》　個人番号カード交付申請書
または個人番号通知カード

※申請書等がなくても申請できます。

平日
午前９時～午後５時
※受付は午前９時
　　　～午後４時30分

関川郵便局

越 後 女 川
郵便局

越後大島駅前
郵便局

●問い合わせ先　役場 住民税務課 住民環境班　☎ 64－1471

①お近くの

　郵便局で

　受付

②その場で

　顔写真撮影

③後日役場で

　受け取り！

１〜２か月後に受取

通知が届きます
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関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
６
４
︱
１
４
７
３

●
身
近
な
と
こ
ろ
で
で
き
る

「
見
守
り
・
支
え
合
い
」

・
あ
い
さ
つ

ご
近
所
で
声
を
か
け
合
い
ま

し
ょ
う
。

・
気
く
ば
り

さ
り
げ
な
く
高
齢
者
を
思
い

や
り
ま
し
ょ
う
。

・
助
け
合
い

お
互
い
さ
ま
の
心
で
、
地
域

で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
３
つ
の
活
動
を
新
潟
県

は
推
奨
し
て
い
ま
す
。
村
で
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
所
の
方
の
様
子
が
﹁
い
つ

も
と
違
う
﹂
と
感
じ
た
と
き
に

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
新
潟
県
で
は
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
が

増
加
す
る
中
、
毎
年
９
月
と
２

月
を
﹁
新
潟
県
高
齢
者
見
守
り

強
化
月
間
﹂
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

村
の
高
齢
化
率
は
40
％
を
超

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
や

高
齢
者
夫
婦
世
帯
も
年
々
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

雪
が
降
り
、
積
雪
が
多
く
な

る
と
高
齢
者
は
外
出
し
に
く
く

な
り
ま
す
。
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
で
は
、
買
い
物
も
困
難
に
な

り
、
近
所
と
の
交
流
も
減
り
、

日
ご
ろ
の
生
活
の
様
子
が
分
か

り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、
地
域
で
﹁
見
守
り
・
支

え
合
い
﹂
に
取
り
組
み
、
高
齢

者
の
孤
立
化
を
防
ぐ
こ
と
が
重

要
で
す
。

︻
新
潟
県
高
齢
者
見
守
り

　
　
　
　
　
　
強
化
月
間
に
つ
い
て
︼

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て
、
情

報
の
収
集
や
発
信
の
手
段
と
し
て

誰
に
と
っ
て
も
身
近
で
便
利
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
匿
名
で
の
書
き
込
み

が
可
能
な
こ
と
を
悪
用
し
て
、
個

人
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
り
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
た
り
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込

み
は
簡
単
に
消
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
何
気
な
い
書
き
込

み
が
相
手
の
心
を
傷
つ
け
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
部
落
差
別
や
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
差
別
的
な
書
き
込
み

を
監
視
す
る
動
き
も
全
国
的
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
を
十

分
に
理
解
し
、
発
信
者
一
人
ひ
と

り
が
モ
ラ
ル
と
人
権
意
識
を
高
め
、

自
ら
が
発
信
す
る
内
容
に
責
任
を

持
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

書
き
込
む
前
に
一
度
手
を
止
め

て
、
本
当
に
発
信
し
て
い
い
か
、

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
　
総
務
課
　
総
務
班

　
☎ 

６
４

−

１
４
７
６

　人権のことで困ったときは、一人で悩まずご相談ください。

〇電話相談
相 談 日：月～金曜日（祝日等、年末年始を除く）
受付時間：午前８時30分～午後５時15分

・さまざまな人権問題について

みんなの人権110番　☎ 0570-003-110

・配偶者やパートナーからの暴力やセクハラなど

女性の人権ホットライン　☎ 0570-070-810

・いじめや虐待など子どもの人権について

子どもの人権110番　☎ 0120-007-110

〇インターネットでも相談ができます
・法務省インターネット人権相談

相談フォームに氏名、住所、年齢、相談

内容などを入力して送信してください。

後日、最寄りの法務局からメールか電話

で回答があります。

https://www.jinken.go.jp/

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
に
注
意

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
に
注
意

人
権
の
ひ
ろ
ば
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1　コルセットを購入したのですが、何か給付はありますか？

回答：治療上必要のあるコルセット・補装具などの治療用装具を購入した場合は、いったん全額を本人が支

払います。その後、役場窓口にて支給申請をしていただくと、自己負担割合を超えた金額が療養費と

して支給されます。

問い合わせ先　　役場 健康福祉課 福祉保険班　☎６４−１４７２

後期高齢者医療制度のよくある質問Ｑ＆A

２回目以降の申請手続きは不要です（初回に指定いただいた口座へ自動的に振り込まれます）。
口座変更や口座解約などをした場合は、再度申請が必要となります。

新潟県後期高齢者医療広域連合 被 保 険 者 役 場 窓 口

申請手続きのながれ

❶ 広域連合から支給対象となる方に、
　 申請の手続きのご案内を送付します。
❷ 支給申請書を役場窓口に提出してください。
❸ 申請手続き後、指定いただいた金融機関の
　 口座へ振り込みます。

申請に必要なもの
●申請書 ●はんこ ●保険証
●申請者の預金通帳
●マイナンバーがわかるもの

２　医療費が高額になったのですが、払い戻しは受けられますか？

回答：１か月（同じ月内）の医療費の自己負担額が、定められた限度額を超えた場合は、その超えた分が

『高額療養費』として支給されます。

支給の見込みがある方には、診療月の約３か月後に、新潟県後期高齢者医療広域連合から支給の申請

案内が送付されます。申請書に必要事項を記入し、役場窓口に提出してください。

自己負担割合1割の方が、２０，０００円のコルセットを購入した場合

★弾性ストッキングや義眼など、支給の費用額に上限が定められている装具があります。

購入費用の
９割を払い戻し

医師の指示によ
り、20,000円
のコルセットを
全額自己負担で
購入

指定口座に
18,000円を
入金

必要書類を持参し、役場窓口へ申請

医師の証明書、装具の領収書、

本人名義の預金通帳、はんこ、

マイナンバーがわかるもの
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坂
町
病
院
　放
射
線
科
　

竹
　
内
　
勝
　
彦

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

　

関
川
村
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
日
ご
ろ
か
ら
坂
町
病
院
の
診

療
に
対
し
ご
理
解
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は

坂
町
病
院
の
放
射
線
科
今
昔
に
つ

い
て
少
し
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

昔
と
い
っ
て
も
、
私
が
就
職
し

た
年
、
１
９
８
８
年
以
降
の
話
で

す
が
、
そ
れ
で
も
病
院
の
建
物
は

現
在
の
も
の
で
は
な
く
、
坂
町
地

内
に
あ
っ
た
古
い
建
物
の
頃
で
す
。

当
時
の
放
射
線
科
の
ス
タ
ッ
フ
は

診
療
放
射
線
技
師
３
人
体
制
で
、

日
々
の
業
務
は
、
い
わ
ゆ
る

”
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真

“
を
撮
影
す
る
者
、

病
棟
に
患
者
さ
ん
の
撮
影
に
行
く

者
、
そ
し
て
暗
室
番
で
し
た
。
Ｘ

線
写
真
は
フ
ィ
ル
ム
を
現
像
し
た

も
の
な
の
で
、
フ
ィ
ル
ム
を
扱
う

た
め
に
暗
室
業
務
が
あ
り
ま
し
た
。

撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
暗
室
番
が

現
像
機
に
通
し
て
Ｘ
線
写
真
に
し
、

で
き
た
写
真
を
患
者
さ
ん
に
渡
す

と
い
う
光
景
が
よ
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
今
で
は
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
そ
の

も
の
が
な
く
な
り
、
Ｘ
線
写
真
は

診
察
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
観
察
す
る

と
い
う
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

時
々
﹁
何
も
持
っ
て
い
か
な
く
て

い
い
ん
か
ね
？
﹂
と
言
わ
れ
る
患

者
さ
ん
を
見
か
け
る
と
、
な
ん
だ

か
な
つ
か
し
い
思
い
が
し
ま
す
。

　

坂
町
病
院
は
88
年
、
待
望
の
Ｘ

線
Ｃ
Ｔ
装
置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

１
枚
の
輪
切
り
の
写
真
を
撮
影
す

る
時
間
が
約
４
〜
５
秒
、
そ
の
15

〜
20
秒
後
に
画
像
が
表
示
さ
れ
、

や
っ
と
次
の
輪
切
り
の
撮
影
が
で

き
る
と
い
う
流
れ
で
し
た
の
で
、

患
者
さ
ん
に
は
よ
く
﹁
今
日
は
○

○
回
息
止
め
し
た
ね
﹂
な
ん
て
こ

と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
１
人
の
患

者
さ
ん
に
20
〜
30
分
、
時
に
は
そ

れ
以
上
時
間
が
か
か
る
検
査
で
し

た
の
で
、
午
後
か
ら
予
約
の
み
で

４
人
く
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
技
師
３
人
と
い

う
体
制
下
で
は
精
一
杯
の
対
応
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
90
年
に
は
技
師
４
人

体
制
に
な
り
、
Ｃ
Ｔ
検
査
も
一
日

を
通
し
て
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
93
年
に
は
現
在
の
建
物
に
移

り
、
翌
94
年
に
は
現
在
と
同
じ
技

師
５
人
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｔ
装
置
は
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
進
化
し
、
一
回
の
息
止
め
で

１
枚
の
画
像
し
か
撮
影
で
き
な
か

っ
た
も
の
が
一
気
に
20
枚
近
く
撮

影
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

進
化
し
て
短
時
間
で
多
く
の
高
画

質
の
画
像
を
撮
影
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
当
院
も
そ
の
流
れ

か
ら
97
年
、
２
０
０
８
年
、
２
０

２
０
年
と
更
新
を
繰
り
返
し
現
在

の
装
置
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

技
師
の
体
制
は
５
人
と
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
装
置
の
進
歩
や

院
内
全
体
の
シ
ス
テ
ム
化
、
さ
ら

に
は
技
師
一
人
ひ
と
り
の
能
力
の

向
上
等
に
よ
っ
て
、
88
年
当
時
に

比
べ
れ
ば
放
射
線
科
で
一
日
に
対

応
で
き
る
患
者
さ
ん
の
人
数
は
増

加
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
放

射
線
被
ば
く
に
つ
い
て
も
少
し
お

話
し
ま
す
。
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

骨
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
Ｃ
Ｔ
も
も
ち
ろ
ん
、
Ｘ
線

︵
放
射
線
︶
を
使
用
し
て
画
像
を

坂
町
病
院
の
放
射
線
科
今
昔

作
る
の
で
、
当
然
﹁
被
ば
く
﹂
が

あ
り
ま
す
。﹁
被
ば
く
﹂
と
い
う

言
葉
は
と
て
も
重
い
言
葉
で
す
が
、

診
療
で
画
像
診
断
を
行
う
上
で
避

け
て
通
れ
な
い
の
が
こ
の
﹁
医
療

被
ば
く
﹂
で
す
。
も
と
も
と
私
た

ち
人
間
は
、
日
常
生
活
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
や
大
地
や
宇
宙
か

ら
自
然
放
射
線
を
浴
び
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
と
て
も
微
量
な
の
で
、

健
康
に
は
全
く
影
響
が
あ
り
ま
せ

ん
。
具
体
的
な
数
字
で
表
す
と
、

日
本
人
一
人
あ
た
り
の
平
均
で
年

間
約
2.1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
Ｘ
線
検
査

で
は
ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う
と
、

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
０
・
06
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
、
Ｃ
Ｔ
で
は
撮
影
部

位
に
も
よ
り
ま
す
が
５
〜
15
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

結
構
な
被
ば
く
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
被
ば
く
に

よ
る
リ
ス
ク
よ
り
、
Ｘ
線
検
査
を

行
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
が
、
患
者

さ
ん
の
診
療
・
診
断
の
た
め
に
利

益
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
行
う
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。
一
般
的
に
１

０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
被

ば
く
で
は
、
身
体
へ
の
影
響
は
確

認
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
数
字
と
比
べ
て
も
病
院
の
検

査
に
伴
う
被
ば
く
は
と
て
も
少
な

い
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

213

　

ま
た
、
Ｘ
線
検
査
機
器
も
進
歩

し
、
少
な
い
Ｘ
線
量
で
よ
り
よ
い

画
像
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
し
、
私
た
ち
診
療
放
射
線

技
師
も
日
々
し
っ
か
り
と
装
置
の

管
理
を
し
て
い
る
の
で
、
必
要
最

小
限
の
被
ば
く
で
安
心
・
安
全
に

Ｘ
線
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
診
療
放
射
線
技
師
は
、

病
院
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
は
少
数

派
で
、
建
物
の
端
に
あ
る
部
屋
に

い
る
の
で
お
会
い
す
る
機
会
は
少

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
何
か
ご
不
明
な
点
や
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

☎
６
２
︱
３
１
１
１
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　長期間、返却し忘れた本はありませんか？ 延滞
されている方は、お早めの返却をお願いします。

２/6～２/10蔵書点検のため休館します。

　

い
よ
い
よ
事
件
の
終
結
で
す
。

原
告
・
被
告
は
和
解
。
文
化
四︵
一

八
〇
四
︶
年
四
月
二
十
一
日
、
合

意
文
書
を
幕
府
に
提
出
し
ま
し
た

︵
写
真
は
冒
頭
部
分
︶。

平
太
郎
の
負
け
・
・
・
か
？

　

原
文
は
長
い
文
書
で
す
が
、
結

論
は
単
純
。
田
麦
堀
割
の
用
水
引

取
り
は
﹁
こ
れ
ま
で
通
り
﹂
で
合

意
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

あ
れ
ほ
ど
訴
え
た
堀
割
拡
張
の

こ
と
は
、
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

﹁
神
林
村
誌
﹂
も
﹁
村
上
市
史
﹂
も
、

平
太
郎
が
、
な
ぜ
勝
て
も
し
な
い

こ
ん
な
大
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
か

訳
が
分
か
ら
な
い
と
首
を
ひ
ね
っ

た
ま
ま
。

　

し
か
し
、
よ
く
よ
く
読
め
ば
、

謎
は
解
け
ま
す
。

取
る
も
の
は
取
っ
た
！

　

村
上
藩
の
意
を
汲
ん
で
拡
張
工

事
は
無
か
っ
た
こ
と
に
し
た
。
だ

か
ら
、﹁
用
水
は
こ
れ
ま
で
通
り
﹂

と
は
、
工
事
以
前
の
状
態
に
戻
す

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

平
太
郎
は
名
を
捨
て
て
実
を
取

っ
た
の
で
す
。

　

お
白
州
で
の
再
三
の
説
得
は
、

幕
府
側
の
苦
肉
の
策
。
何
し
ろ
、

村
上
藩
主
内
藤
家
は
家
康
の
身
内

で
将
軍
側
近
。
片
や
平
太
郎
の
訴

え
は
正
当
で
、
そ
の
上
、
ど
う
や

ら
勘
定
奉
行
と
も
親
し
い
仲
。
双

方
の
顔
を
立
て
て
何
と
か
収
め
さ

せ
た
と
い
う
の
が
、
こ
と
の
真
相

で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
件
の
最
大

の
謎
が
、
別
に
あ
り
ま
す
。

平
太
郎
に
は
大
願
が
あ
っ
た
！

　

藤
沢
川
の
水
に
全
く
関
係
の
な

い
小
見
村
の
平
太
郎
が
、
何
故
そ

の
水
を
争
っ
た
の
か
。

　

お
白
州
で
、
そ
の
こ
と
を
勘
定

奉
行
に
問
わ
れ
た
平
太
郎
は
、

﹁
高
所
の
水
が
不
足
し
て
先
祖
か

ら
の
土
地
を
開
発
で
き
な
く
な
る

か
ら
﹂
と
答
え
ま
す
。
高
所
と
は
、

女
川
左
岸
段
丘
上
の
原
野
の
こ
と
。

　

そ
こ
の
開
発
に
は
、
女
川
上
流

か
ら
水
を
引
く
こ
と
に
な
る
。
す

る
と
、
下
流
は
水
不
足
。
そ
れ
を

補
う
に
は
、
藤
沢
川
の
水
を
決
し

て
他
所
に
取
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

大
訴
訟
に
は
、
平
太
郎
の
大
願
が

秘
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
二
百
年
。
今
、
平
太

郎
の
大
願
の
地
は
、
見
事
な
美
田

に
な
っ
て
い
ま
す
。

︿
事
件
の
詳
細
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
﹀

︿
原
文
と
解
説
は

歴
史
館
に
展
示
﹀

で

田
麦
堀
割
訴
訟
⑥
和
解
合
意
の
文
書

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


　
　
　
　

し
ら

す

村民会館図書室

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

　少しずつ日が長くなり、かすかに春の足音が聞こえ始めているような気がして、お天気の日は心な

しか足取りが軽くなります。本をとおして一足早く春を探すのもいいかもしれませんね。

『春、戻る』　　　瀬尾　まいこ　著

結婚を控えたさくらの前に、突然現れた

一回りは年下の兄を名乗る青年。彼は何

者で目的は何なのか…今を精一杯生きる

すべての人に贈るハートフルストーリー。

おすすめ

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いします。
また、体調の悪い方は参加をお控えください。

村民会館の図書室で開催！無料です！
時間は10時30分からです。

ブルーベリーのみなさんが贈る、

ステキなおはなしの世界。

ご家族みんなでおいでください。

おはなしの会18日は18日は 絵本の読み聞かせ

11日（土）
※冬期間、湯沢の停留場所は「集落センター前」
　になりました。

虹色と汽車のメロディー
が目印です♪
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●
春
プ
ロ
ス
タ
ー
ト
！

　
２
月
か
ら
、
春
休
み
に
行
わ
れ
る

大
規
模
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
通

称
﹁
春
プ
ロ
﹂
が
始
ま
り
ま
す
！

　
今
回
は
、﹁
関
川
村
七
ヶ
谷
雪
ほ
た

る
ま
つ
り
活
性
化
活
動
﹂
を
は
じ
め
、

沖
縄
県
石
垣
島
や
山
形
県
で
の
海
洋

ご
み
収
集
な
ど
、
日
本
各
地
で
幅
広

く
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど
も
教
育

支
援
活
動
﹂
で
は
、
学
生
が
実
際
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
足
を
運
び
、
交
流
や

企
画
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
！

　
２
０
２
２
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
４
年
生
の
中
に
は
、

春
プ
ロ
が
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
の
最
後
の

活
動
と
な
る
人
も
い
ま
す
。
各
地
に

学
生
の
マ
ン
パ
ワ
ー
や
元
気
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
！

●
関
川
村
七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り

活
性
化
活
動
の
内
容

　
雪
ほ
た
る
ま
つ
り
で
は
、
雪
像
や

雪
灯
ろ
う
を
村
民
の
方
と
一
緒
に
作

り
、
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
！

　
そ
し
て
、
昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害

で
被
害
が
大
き
か
っ
た
高
田
地
区
で

は
、
﹁
私
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
が

な
い
か
﹂
お
尋
ね
し
て
、
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
！

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
２
０
１
４
年
に
初

め
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、

約
９
年
が
経
ち
ま
し
た
。
社
会
状
況

の
変
化
か
ら
、
関
川
村
の
方
々
と
交

流
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
再
び
皆
さ
ん
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
！

●
雪
ほ
た
る
ま
つ
り
活
性
化
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
！

〇
東
洋
大
学
４
年

　
米
倉
　
凜

〇
こ
の
活
動
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　
２
０
２
０
年
春
、
私
が
１
年
生
だ

っ
た
と
き
に
、
雪
ほ
た
る
ま
つ
り
に

参
加
し
て
、
好
き
に
な
っ
た
場
所
だ

か
ら
で
す
。

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

　
今
回
活
動
が
再
開
で
き
る
と
聞
い

て
﹁
絶
対
行
き
た
い
！
﹂
と
思
い
ま

し
た
。

〇
関
川
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

　
関
川
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
満
天
の

星
空
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
！
お
米
が

と
っ
て
も
美
味
し
い
と
こ
ろ
！
そ
し

て
、
村
民
の
方
が
と
て
も
温
か
く
迎

え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
！

〇
思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

　
せ
き
ぐ
ら
︵
民
泊
︶
体
験
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
時
に
、
朝
、
お
散
歩
が

て
ら
山
に
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
取

り
に
行
っ
た
こ
と
！

〇
関
川
村
の
皆
さ
ん
へ
一
言
！

　
久
し
ぶ
り
に
関
川
に
行
き
、
雪
ほ

た
る
ま
つ
り
に
参
加
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
！
関

川
の
皆
さ
ん
に
会
え
る
の
が
楽
し
み

で
す
！

よ
ね
く
ら
　

り
ん

▲こちらは有料広告です



19 広報せきかわ　2023・２月号

（　　　　　　　　）

令和４年12月末現在　（　）は前月対比

転入　６人　　転出　３人

出生　０人　　死亡　12人

人 の 動 き

世 帯 数　　1,848世帯（±０）

総 人 口　　4,996 人（−９）

　 男 　　　2,421 人（−２）

　 女 　　　2,575 人（−７）

●12月16日〜１月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします

石田　ミエ　さん　　88歳　　湯　沢

長野ユキノ　さん　　85歳　　上土沢

渡邉　セエ　さん　　84歳　　上　関

加藤　キイ　さん　　96歳　　内須川

新野ミヨシ　さん　 101歳　　南赤谷

渡邉ミヨ子　さん　　80歳　　高　田

橋　トシ　さん　　85歳　　大　島

小倉タマヨ　さん　　93歳　　高　瀬

小路　トミ　さん　　87歳　　深　沢

橘　　伸明　さん　　67歳　　湯　沢

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

▶成年年齢が引き下げられてから初めての

「二十歳を祝う会」が行われました。会に

参加された皆さんの笑顔と責任感ある頼も

しい姿にこれからの関川村を担っていく若

者たちだなぁと感じました。皆さんのこれ

からの活躍をお祈りしています。

▶ＩＶＵＳＡ通信に掲載のとおり、ＩＶＵＳＡ

の皆さんが来村する予定です。学生の皆さ

んとお会いできるのを楽しみにしている村

民もたくさんいらっしゃいます。皆さんの

来村を心よりお待ちしています。（み）

編集室から

お
わ
び
と
訂
正

　

１
月
号
の
７
ペ
ー
ジ
﹁
地
域
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
ご
存
じ

で
す
か
？
﹂
に
掲
載
し
た
氏
名
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

︿
誤
﹀

新
任田　

中　

光　

昭
下
関
︵
上
地
区
︶

︿
正
﹀

新
任田

　
村
　
光
　
昭

下
関
︵
上
地
区
︶

■
期
日　

１
月
１
日

■
成
績

︱
女
子
小
学
生
高
学
年
３
㎞
︱

▽
第
２
位　

岡
田　

可
憐

︵
小
４
・
下
関
︶

　
　

記
録　

13
分
25
秒

︱
女
子
中
学
生
３
㎞
︱

▽
第
３
位　

岡
田　

玲
那

︵
中
２
・
下
関
︶

　
　

記
録　

12
分
58
秒

︱
男
子
30
〜
39
歳
５
㎞
︱

▽
第
２
位　

渡
邉　

一
成
︵
沢
︶

　
　

記
録　

19
分
37
秒

▽
第
４
位　

小
池　

亮
太
︵
下
関
︶

　
　

記
録　

20
分
02
秒

︱
男
子
50
〜
59
歳
５
㎞
︱

▽
第
２
位　

小
池　

稔
︵
下
関
︶

　
　

記
録　

20
分
22
秒

︱
男
子
30
〜
39
歳
10
㎞
︱

▽
第
２
位　

渡
邉　

勇
和
︵
上
関
︶

　
　

記
録　

32
分
45
秒

︱
男
子
60
歳
以
上
10
㎞
︱

▽
第
２
位　

安
久　

昭
男
︵
上
野
︶

　
　

記
録　

46
分
41
秒

第
68
回
村
上
市

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

か
ず
な
り

は
や

と

大
会
結
果

＊
敬
称
略

基本枠（縦4.5㎝×横9㎝）

1回 村内業者 4,000円
1回 村外業者 6,000円
申し込み・お問い合わせは
総務課　0254－64－1476

広報せきかわに
掲載する
広告募集中！

今だからこそ載せたい
広告、ありませんか？



　

お
ま
ま
ご
と
や
お
人
形
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
２
人
で
楽
し
そ

う
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

気
持
ち
の
優
し
い
こ
こ
ろ
と
負
け
ん
気
の
強
い
ち
は
る
。

　

ど
ち
ら
も
す
て
き
な
性
格
だ
と
思
っ
て
い
る
よ
。

　

お
友
だ
ち
と
元
気
に
遊
ん
で
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
ね
。

広
報
せ
き
か
わ

N
o. 7

4
2
／

２
月

号

令
和

５
年

２
月

１
日

発
行

発
行
／
関
　
川
　
村

編
集
／
総
　
務
　
課

20

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち

広報せきかわ　2023・２月号

あなたに
直撃

234

　１月８日に行われた「関川村二十歳

を祝う会」に出席した渡邉陽美さんに

話を聞きました。

①二十歳を迎えた今の気持ちや決意など

を教えてください。

　あっという間の20年間だったなと

感じています。これからは社会人とし

ての自覚を持ち、自分の行動に責任を

持てる大人になりたいと思います。

　また、家族や友人など自分を支えて

くれている人への感謝を忘れず、一日

一日を大切に過ごしたいと思います。

②久しぶりに友人と会ってどう感じまし

たか？

　みんな大人っぽくなっていましたが、

どこか昔の面影があり、懐かしく感じ

ました。学業に励む人、社会人として

働く人など立場は違いますがそれぞれ

の道で活躍してほしいと思います。

③今、夢中になっていることはありますか？

　散歩が好きで、よく家の周りを歩い

ています。春が待ち遠しいです。

　また、すきま時間や勉強の息抜きに、

映画やドラマ鑑賞をすることも最近の

楽しみの一つです。

④これからの関川村に望むことは？

　自然豊かで、人の温かさを感じられ

る関川村が大好きです。いつまでも、

美しい自然に溢れ、元気な声が響く関

川村であってほしいです。

渡

邉

陽

美
さ
ん

︵
上
　
関
︶

　
　

　
　
　
　
み

な

み

vol.129

須貝　一弥 さん  あすかさん（高田）

こころちゃん（６歳）

ちはるちゃん（３歳）

・かわいい

・優しくて、親しみやすい

・皆と仲が良い

・ダンスが上手い

・リーダーシップがあって、
　頼りになる

部員からみたすぐりさんは？
指導者の平田詩織さん（上

土沢）からすぐりさんへ

　今月は、スポ少ズンバキッズで部長を務める

市井すぐりさん（６年・山本）を紹介します！

　フラダンスを習ったり、以前から踊ることが好きだったとい

うすぐりさん。ズンバは、スポ少の説明会で友だちがやってい

て楽しそうだと思ったのをきっかけに小学３年生から始めた

とのこと。最初はバラバラだったダンスが、きれいにそろった

ときの達成感や発表の場でたくさんの人から「良かったよ」

と言われたときはとてもうれしいと笑顔で話してくれました。

　３月に開催されるふれあい福祉健康フェアに向けて、熱心

に練習に励んでいました。

　自分の得意なことを生かして、人

の役に立てる仕事をしたいです。

将来の夢は？

福祉健康フェアでのパフォーマンスを　

ぜひ、見てください！
福祉健康フェアでのパフォーマンスを　

ぜひ、見てください！

礼儀正しくいつも笑顔でみんなを

まとめてくれるすぐりさん。

ダンスではクールな表情でカッコ

よく踊る姿が魅力的です。これか

らも大好きなダンスを思いきり楽

しみましょう！


